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第　 1　問

次の問いに答えよ。

(1)
√
7 の小数部分を p とするとき， 3

p
− p は整数であることを示し，その整数を求

めよ。

(2) k > 0を定数とするとき，xについての方程式

log3 x = kx

が二つの実数解 aと 3aをもつとする。このとき，k の値と aの値を求めよ。
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第　 2　問

a1 = 1と an+1 = 3an − n (n = 1, 2, 3, · · · )によって定義される数列 {an}について，
次の問いに答えよ。

(1) pと q を定数とする。数列 {bn}を bn = an + pn + q によって定めると，{bn}は
公比 3の等比数列になるとする。このとき，定数 pと q の値を求めよ。

(2) an を nの式で表せ。

(3) 数列 {an}の和
n∑

k=1

ak を nの式で表せ。
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第　 3　問

図の一番上の点 Aから玉を落とす。玉はそれぞれの分岐点において，確率 pで左下に，
確率 1− pで右下に向かうものとする。また，この図の B1，B2 の段を 1段目，C1，C2，
C3 の段を 2段目として段数を数えるものとする。0 < p < 1として，次の問いに答えよ。

(1) 2段目の点 C1，C2，C3 に対して，玉がその点に落ちてくる確率を求めよ。

(2) 2段目の点のうち，点 C2 に玉が落ちてくる確率が，他の点 C1，C3 の各点に落ち
てくる確率のいずれより大きくなるとする。このとき，pの値の範囲を求めよ。

(3) 3 段目の点のうち，点 D3 に玉が落ちてくる確率が，他の点 D1，D2，D4 の各点
に落ちてくる確率のいずれよりも大きくなるとする。このとき，pの値の範囲を求
めよ。

A

B1 B2

C1 C2 C3

D1 D2 D3 D4
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第　 4　問

平面上で，ベクトル−→
OAと−→

OBは直交し，−→
OA =

−→
OB = 1を満たすとする。線分AB

を 3等分し，図のように，Aに近い点を P，Bに近い点を Qとする。また，∠AOP = α，
∠POQ = β とする。次の問いに答えよ。

(1) cosα，cosβ の値を求めよ。

(2) α < 30◦ < β を示せ。

(3) 線分 PQ上に，点 Rを
−→
OR = k

−→
OA+ (1− k)

−→
OB

となるようにとる。このとき， −→
OR

2
を k の式で表せ。

(4) (3)の Rに対して，∠POR = αとなるとき，k の値を求めよ。

α
β

O A

B

P

Q
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第　 5　問

直線 y = −2x +mが，放物線 y = − 1
2
x2 + ax (a > 2)に点 P (p, q)で接している。

連立不等式 {
0 ≦ y ≦ − 1

2
x2 + ax

x ≦ p

の表す領域の面積を S1 とする。また，連立不等式{
− 1

2
x2 + ax ≦ y ≦ −2x+m

0 ≦ x ≦ p

の表す領域の面積を S2 とする。このとき，次の問いに答えよ。

(1) a，m，q を pの式で表せ。

(2) S1 と S2 を pの式で表せ。

(3) a > 2のとき， 1
2

<
S2

S1
< 2が成り立つことを示せ。
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